
チ
リ
の
鮭
の
養
殖
（
そ
の
二
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そ
の
一
で
（
株
）
ニ
チ
ロ
が
チ
リ
で
初
め
て
海
面
養
殖
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
チ
リ
水

産
庁
合
同
の
日
本/

チ
リ
・
サ
ケ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ジ
ャ
イ
ケ
付
近
に
多
数
の
試
験
設
備
、
孵
化
設
備
、
養
殖
設

備
を
備
え
る
近
代
的
な
水
産
養
殖
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
、
そ
こ
に
日
本
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
魚
病
や
、
餌
な

ど
の
科
学
者
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
派
遣
し
た
。
ニ
チ
ロ
が
一
九
七
九
年
に
は
始
め
た
養
殖
の
成
功
の
知
ら
せ
を
受
け
、

チ
リ
で
は
こ
れ
を
国
内
産
業
化
し
よ
う
と
動
き
が
出
始
め
た
。
養
殖
の
活
動
は
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
元
で

二
番
手
が
現
れ
る
も
の
だ
が
、、
こ
こ
で
乱
立
を
避
け
養
殖
を
チ
リ
の
国
内
産
業
と
し
て
育
成
す
る
た
め
、
半
官
半

民
の
チ
リ
財
団
が
上
手
に
チ
リ
内
の
調
整
を
行
っ
た
。 

  

チ
リ
財
団
が
本
格
的
に
サ
ケ
産
業
に
参
入
し
た
の
は
一
九
八
一
年
で
あ
る
。
そ
し
て
、
養
殖
鮭
が
産
業
と
し
て

成
立
す
る
た
め
の
鮭
の
種
類
や
養
殖
の
規
模
な
ど
検
討
し
て
、
採
算
性
が
高
く
な
る
条
件
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
。

こ
の
時
、
チ
リ
財
団
傘
下
の
サ
ル
モ
ネ
ス
・
ア
ン
タ
ル
テ
ィ
カ
（
南
極
の
鮭
）
社
の
サ
ケ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
日

本/

チ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
で
引
用
し
た
、
北
海
道
に
研
修
に
来
て
い
た
バ
ブ
ロ
・

ア
ギ
レ
ラ
と
チ
リ
財
団
の
首
脳
が
大
学
の
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
者
の
協
力
が
始
ま
っ
た
。 

  

チ
リ
財
団
の
子
会
社
サ
ル
モ
ネ
ス
・
ア
ン
タ
ル
テ
ィ
カ
社
は
一
〇
〇
〇
ト
ン
計
画
を
策
定
し
て
、
一
九
八
五
年

に
社
員
二
一
五
人
、
一
九
八
八
年
に
六
三
〇
人
に
成
長
し
、
一
〇
〇
〇
ト
ン
計
画
は
達
成
さ
れ
た
。
チ
リ
財
団
は

一
〇
〇
〇
ト
ン
計
画
を
達
成
し
た
後
、
事
業
を
民
間
に
売
却
す
る
こ
と
に
し
た
。
国
際
入
札
の
結
果
、
日
本
水
産

（
ニ
ッ
ス
イ
）
が
事
業
を
買
収
し
た
。 

  

ニ
ッ
ス
イ
で
は
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の
生
産
も
手
掛
け
た
。
加
工
技
術
も
日
本
企
業
の
貢
献
が
大
き
か
っ

た
。
チ
リ
か
ら
日
本
へ
の
輸
出
は
一
九
八
八
年
に
一
一
〇
〇
ト
ン
、
九
三
年
に
は
三
二
〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
、
二

〇
〇
八
年
時
点
で
、
日
本
へ
の
輸
出
は
一
八
万
ト
ン
で
、
こ
の
流
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
ス
ー
パ
ー
で
は
チ
リ
産
鮭

が
多
数
並
ん
で
い
る
。
但
し
、
チ
リ
産
に
関
し
て
、
少
し
気
に
な
る
記
事
が
散
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
三
で

述
べ
る
。 
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